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格
言
﹁
一
寸
先
は
闇
﹂
は
、
ほ
ん
の
少
し
先
の
未
来
に
つ
い
て
も
不
確
実
だ
と
言
っ
て
い

る
。
当
然
、
人
が
一
年
先
の
作
況
や
商
品
の
相
場
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
の
は
、
現
代
も
江

戸
時
代
も
変
わ
ら
な
い
。

　
不
確
実
性
に
起
因
す
る
取
引
上
の
得
失
の
バ
ラ
つ
き（
リ
ス
ク
）を
減
ら
し
た
い
と
い
う
人
々

の
願
い
を
、
先
物
取
引
で
実
現
し
た
の
は
大
阪
の
米
商
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
１
７
３
０
年
に

公
許
さ
れ
た
堂ど
う
じ
ま
こ
め
か
い
し
ょ

島
米
会
所
で
は
、
相
対
で
の
米
穀
の
延
取
引（
事
前
取
引
）に
と
ど
ま
ら
ず
、

不
特
定
多
数
の
人
間
の
間
で
米
切
手
と
よ
ば
れ
る
米
の
保
管
証
書
の
取
引
が
行
わ
れ
た
。
受

け
渡
し
期
限
の
長
期
化
と
額
面
の
小
口
化
、
さ
ら
に
は
証
拠
金
を
積
ん
で
の
差
金
決
済
が
可

能
に
な
っ
た
こ
と
で
、
米
穀
現
物
の
決
済
が
簡
略
化
さ
れ
た
に
と
ど
ま
ら
ず
、
不
特
定
多
数

の
取
引
者
の
間
で
リ
ス
ク
の
分
散
と
軽
減
が
実
現
さ
れ
た
。
江
戸
時
代
の
堂
島
米
会
所
が
、

現
存
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
先
物
市
場
の
特
質
を
、
世
界
に
先
駆
け
て
ほ
ぼ
す
べ
て
持
っ
て
い
た

こ
と
は
、
国
際
的
に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
米
穀
の
先
物
取
引
は
、
幕
府
さ
ら
に
は
明
治

政
府
が
、
先
物
市
場
の
リ
ス
ク
分
散
機
能
へ
の
無
理
解
か
ら
賭
博
と
同
一
視
し
た
た
め
、
歴

史
的
に
何
度
か
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
た
。
そ
れ
で
も
今
日
に
至
る
ま
で
、
取
引
所
の
名
称
の
変

更
、
市
場
の
開
所
・
廃
止
を
伴
い
な
が
ら
継
続
し
、
リ
ス
ク
分
散
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。

　
こ
の
数
年
間
私
は
、
共
同
研
究
者
（
野
田
顕
彦
・
前
田
廉
孝
の
両
氏
）
と
、
明
治
中
期
以

降
日
中
戦
争
期
ま
で
、
大
阪
堂
島
と
東
京
日
本
橋
に
あ
っ
た
米
穀
先
物
の
二
大
取
引
所
が
覇

を
競
っ
た
期
間
を
対
象
に
、
金
融
計
量
分
析
に
基
づ
い
て
研
究
し
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、

二
大
取
引
所
の
関
連
、
政
府
の
介
入
や
電
気
通
信
の
普
及
の
取
引
所
へ
の
影
響
に
関
し
て
、

米
穀
先
物
市
場
の
市
場
効
率
性
が
時
々
刻
々
変
化
す
る
と
い
う
視
点
で
分
析
し
た
結
果
を
、

数
編
の
英
語
論
文
に
ま
と
め
て
き
た
。
幸
い
、
そ
れ
ら
をEconom

ic H
istory Review

やFinancial H
istory Review

と
い
っ
た
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
公
刊
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
の
僥
倖
は
、
現
代
に
至
る
ま
で
米
穀
先
物
の
取
引
価
格
・
取
引
高
・
行
政
資
料
が
可

能
な
限
り
記
録
・
保
管
さ
れ
た
こ
と
に
多
く
を
負
う
。
実
際
、
堂
島
米
会
所
に
百
年
超
遅
れ

る
シ
カ
ゴ
商
品
取
引
所
に
関
し
て
、
比
肩
し
う
る
史
料
は
非
常
に
限
ら
れ
る
。

米
穀
先
物
取
引
と
私

経
済
学
部
　
教
授  

伊い

藤と
う
み
き幹

夫お

談
話室

教
員
に
よ
る
エッ
セ
イ
コ
ー
ナ
ー大阪堂島米穀取引所の立会『大阪府写真帖』（大正３年刊）より


